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(57)【要約】
【課題】初心者が使用する場合でも、データを効率的か
つ直観的に解析することができるデータサマリー表を作
成することを可能とする。
【解決手段】データサマリー表を作成するためのグラフ
ィカルユーザインターフェースが、複数のフィールドの
リストを含むフィールドペインと、複数のゾーンを含む
レイアウトペインとを含む。ゾーンは、データサマリー
表の領域を表し、レイアウトペインは、フィールドペイ
ンからの複数のフィールドのうちのフィールドを前記ゾ
ーンのうちの第１のゾーンに追加することを可能にする
。データサマリー表は、フィールドがレイアウトペイン
に追加されると更新される。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データサマリー表を作成するためのグラフィカルユーザインターフェースであって、
　複数のフィールドのリストを含むフィールドペインと、
　前記データサマリー表の領域を表す複数のゾーンを含むレイアウトペインであって、前
記レイアウトペインは、前記フィールドペインからの前記複数のフィールドのうちのフィ
ールドを前記ゾーンのうちの第１のゾーンに追加することを可能にするようにプログラム
される、レイアウトペイントと、
　前記フィールドが前記レイアウトペインに追加されると更新されるデータサマリー表と
を備えることを特徴とするグラフィカルユーザインターフェース。
【請求項２】
　前記フィールドペインおよび前記レイアウトペインは、統合されたタスクペインを形成
することを特徴とする請求項１に記載のユーザインターフェース。
【請求項３】
　前記レイアウトペインの前記ゾーンは、行ゾーンと列ゾーンと値ゾーンとフィルタゾー
ンとを含むことを特徴とする請求項１に記載のユーザインターフェース。
【請求項４】
　前記フィールドペイン内の前記フィールドに関連するチェックボックスをさらに備え、
前記インターフェースは、前記チェックボックスが選択される場合は、前記レイアウトペ
インおよび前記データサマリー表に前記フィールドを自動的に置くようにプログラムされ
ることを特徴とする請求項１に記載のユーザインターフェース。
【請求項５】
　前記インターフェースは、前記チェックボックスが選択解除される場合は。前記レイア
ウトペインおよび前記データサマリー表から前記フィールドを削除するようにプログラム
されることを特徴とする請求項４に記載のユーザインターフェース。
【請求項６】
　前記ユーザインターフェースは、前記フィールドを前記フィールドペインから前記レイ
アウトペインの前記第１のゾーンにドラッグすることを可能にするようにプログラムされ
ることを特徴とする請求項１に記載のユーザインターフェース。
【請求項７】
　前記レイアウトペインは、前記フィールドを前記ゾーンのうちの前記第１のゾーンから
第２のゾーンに移動することを可能にするようにプログラムされ、前記レイアウトペイン
は、前記フィールドを前記第１のゾーン内の他のフィールドに対して再配置することを可
能にするようにプログラムされることを特徴とする請求項１に記載のユーザインターフェ
ース。
【請求項８】
　ユーザインターフェースは、前記フィールドが前記レイアウトペインの前記第１のゾー
ンに追加されるときに前記データサマリー表を自動的に更新するようにプログラムされる
ことを特徴とする請求項１に記載のユーザインターフェース。
【請求項９】
　手動コントロールが選択される場合は前記データサマリー表の手動更新を可能にするよ
うにプログラムされた前記手動コントロールをさらに備えることを特徴とする請求項１に
記載のユーザインターフェース。
【請求項１０】
　データサマリー表のためのグラフィカルユーザインターフェースを有するコンピュータ
システム内で、
　複数のフィールドのリストからフィールドを選択すること、
　前記データサマリー表の領域を表す複数のゾーンのうちの第１のゾーンに前記フィール
ドを追加すること、および
　前記フィールドが前記レイアウトペインの前記第１のゾーンに追加されるとデータサマ
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リー表を更新することを備えることを特徴とする方法。
【請求項１１】
　選択することは、前記フィールドに関連するチェックボックスを選択することをさらに
備え、追加することは、前記チェックボックスが選択される場合は、前記フィールドを前
記第１のゾーンに自動的に置くことをさらに備えることを特徴とする請求項１０に記載の
方法。
【請求項１２】
　前記フィールドに関連する前記チェックボックスを選択解除すること、および
　前記チェックボックスが選択解除される場合は、前記第１のゾーンおよび前記データサ
マリー表から前記フィールドを削除することをさらに備えることを特徴とする請求項１１
に記載の方法。
【請求項１３】
　追加することは、前記フィールドを前記第１のゾーンにドラッグすることをさらに備え
ることを特徴とする請求項１０に記載の方法。
【請求項１４】
　前記フィールドを前記第１のゾーンから第２のゾーンに移動すること、および
　前記フィールドが前記第１のゾーンから前記第２のゾーンに移動されるときに前記デー
タサマリー表を更新することをさらに備えることを特徴とする請求項１０に記載の方法。
【請求項１５】
　更新することは、手動更新コントロールが選択されると前記データサマリー表を更新す
ることをさらに備えることを特徴とする請求項１０に記載の方法。
【請求項１６】
　複数のフィールドのリストからフィールドを選択すること、
　前記データサマリー表の領域を表す複数のゾーンのうちの第１のゾーンに前記フィール
ドを追加すること、および
　前記フィールドが前記レイアウトペインの前記第１のゾーンに追加されるとデータサマ
リー表を更新することを備えるステップを実施するためのコンピュータ実行可能命令を有
することを特徴とするコンピュータ読取り可能媒体。
【請求項１７】
　選択することは、前記フィールドに関連するチェックボックスを選択することをさらに
備え、追加することは、前記チェックボックスが選択される場合は前記フィールドを前記
第１のゾーンに自動的に置くことをさらに備えることを特徴とする請求項１６に記載のコ
ンピュータ読取り可能媒体。
【請求項１８】
　前記フィールドに関連する前記チェックボックスを選択解除すること、および
　前記チェックボックスが選択解除される場合は、前記第１のゾーンおよび前記データサ
マリー表から前記フィールドを削除することをさらに備えることを特徴とする請求項１７
に記載のコンピュータ読取り可能媒体。
【請求項１９】
　追加することは、前記フィールドを前記第１のゾーンにドラッグすることをさらに備え
ることを特徴とする請求項１６に記載のコンピュータ読取り可能媒体。
【請求項２０】
　前記フィールドを前記第１のゾーンから第２のゾーンに移動すること、および
　前記フィールドが前記第１のゾーンから前記第２のゾーンに移動されるときに前記デー
タサマリー表を更新することをさらに備えることを特徴とする請求項１６に記載のコンピ
ュータ読取り可能媒体。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　データサマリー表は、大量のデータを解析するために使用することができる。データサ
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マリー表の一例は、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ社のＥＸＣＥＬ表計算
ソフトウェアを使用して生成することができるＰＩＶＯＴＴＡＢＬＥダイナミックビュー
である。データサマリー表は、データベースプログラムによって提供されるデータ、また
はスプレッドシートのデータリスト内にあるデータを表示し要約する効率的なやり方を提
供する。ユーザは、データサマリー表のページ、行、列、またはデータ領域内に含めるデ
ータのフィールドを選択することができ、選択されたデータフィールドについて表示され
る合計、差異、カウントおよび標準偏差などのパラメータを選択することができる。表計
算プログラム内から照会することができるデータベース内のデータ、またはリストを含む
表計算データは、データサマリー表で解析することができる。
【０００２】
　データサマリー表は、データを効率的かつ直観的に解析することができるように設計さ
れているが、初心者ユーザにとってはデータサマリー表の作成自体が大変難しいことであ
り得る。例えば、一部のプログラムは、ユーザがデータサマリー表を作成する助けとなる
ウィザードを提供する。これらのウィザードは最初のデータサマリー表の作成の際には有
用であり得るが、それが作成されると、ウィザードは、表示を修正するためには容易に使
用することができない。他のプログラムは、ユーザが所望のフィールドをデータサマリー
表に直接にドラッグアンドドロップすることを可能にする。これらのプログラムは、表示
を作成するときにユーザに柔軟性の向上をもたらすが、こうしたプログラムは、初心者が
使用するにはあまり直観的でないことがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】米国特許出願第１１／１５７６３４号明細書
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　この要約は、以下の詳細な説明でさらに述べられる選択された概念について簡略化され
た形で述べるために提供されている。この要約は、特許請求の範囲に記載された主題の主
な特徴または本質的な特徴を識別するためのものではなく、また特許請求の範囲に記載さ
れた主題の範囲を定める助けとして使用するためのものでもない。
【０００５】
　一態様によれば、データサマリー表を作成するためのグラフィカルユーザインターフェ
ースが、複数のフィールドのリストを含むフィールドペインと、データサマリー表の領域
を表す複数のゾーンを含むレイアウトペインとを含み、レイアウトペインは、フィールド
ペインからの複数のフィールドのうちのフィールドを前記ゾーンのうちの第１のゾーンに
追加することを可能にするようにプログラムされる。データサマリー表は、フィールドが
レイアウトペインに追加されると更新される。
【０００６】
　別の態様によれば、データサマリー表のためのグラフィカルユーザインターフェースを
有するコンピュータシステム内で、方法が、複数のフィールドのリストからフィールドを
選択すること、データサマリー表の領域を表す複数のゾーンのうちの第１のゾーンにフィ
ールドを追加すること、およびフィールドがレイアウトペインの第１のゾーンに追加され
るとデータサマリー表を更新することを含む。
【０００７】
　別の態様によれば、コンピュータ読取り可能媒体が、複数のフィールドのリストからフ
ィールドを選択すること、データサマリー表の領域を表す複数のゾーンのうちの第１のゾ
ーンにフィールドを追加すること、およびフィールドがレイアウトペインの第１のゾーン
に追加されるとデータサマリー表を更新することを含むステップを実施するためのコンピ
ュータ実行可能命令を含む。
【０００８】
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　次に、添付の図面に言及する。図面は、必ずしも一定の尺度で作られていない。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】例示的な汎用コンピューティングシステムを示す図である。
【図２】表計算プログラムの例示的なシートを示す図である。
【図３】表計算プログラムの例示的なデータサマリー表およびタスクペインを示す図であ
る。
【図４】図３の例示的なタスクペインを示す図である。
【図５】別の例示的なタスクペインを示す図である。
【図６】タスクペインのレイアウトペイン内にフィールドを配置するための例示的なメニ
ューを示す図である。
【図７】図４のタスクペインのレイアウトペイン内にフィールドを配置するための例示的
な方法を示す図である。
【図８】表にフィールドが追加されている、図３の例示的なデータサマリー表およびタス
クペインを示す図である。
【図９】表に複数のフィールドが追加されている、図３の例示的なデータサマリー表およ
びタスクペインを示す図である。
【図１０】表の上でフィールドが再配列されている、図９の例示的なデータサマリー表お
よび例示的なタスクペインを示す図である。
【図１１】別の例示的なタスクペインを示す図である。
【図１２】図１１のタスクペインのレイアウトを修正するための例示的なメニューを示す
図である。
【図１３】異なるレイアウトの図１１の例示的なタスクペインを示す図である。
【図１４】異なるレイアウトの図１１の例示的なタスクペインを示す図である。
【図１５】異なるレイアウトの図１１の例示的なタスクペインを示す図である。
【図１６】異なるレイアウトの図１１の例示的なタスクペインを示す図である。
【図１７】図４のタスクペインのレイアウトペイン内にフィールドを配置するための例示
的な方法を示す図である。
【図１８】図４のタスクペインのレイアウトペイン内にフィールドを配置するための別の
例示的な方法を示す図である。
【図１９】図４のタスクペインのレイアウトペイン内にフィールドを配置するための別の
例示的な方法を示す図である。
【図２０】例示的なフィルタリングタスクペインを示す図である。
【図２１】別のフィルタリングタスクペインの例示的な手動フィルタリング領域を示す図
である。
【図２２】図２０のフィルタリングタスクペインの例示的なフライアウトメニューを示す
図である。
【図２３】図２０のフィルタリングタスクペインの別の例示的なフライアウトメニューを
示す図である。
【図２４】図２０のフィルタリングタスクペインの例示的なダイアログボックスを示す図
である。
【図２５】別の例示的なフィルタリングタスクペインを示す図である。
【図２６】図２５のフィルタリングタスクペインの例示的なフライアウトメニューを示す
図である。
【図２７】別の例示的なタスクペインを示す図である。
【図２８】図２７のタスクペインの例示的なツールチップを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　次に、添付された図面を参照して、本発明の実施形態について以下により完全に述べる
。本明細書に開示された実施形態は、例示的なものであり、限定的なものと解釈すべきで
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はなく、これらの実施形態は、この開示が徹底的であり完全となるように提供されている
。同じ番号は、全体を通して同様の要素に言及する。
【００１１】
　本明細書に示された実施形態は、コンピュータシステム上でデータを解析するために使
用されるデータサマリー表に関する。
【００１２】
　次に図１を参照すると、例示的なコンピュータシステム１００が示されている。図１に
示されたコンピュータシステム１００は、例えばデスクトップコンピュータ、ラップトッ
プコンピュータおよび携帯型コンピュータなど、様々な形を取ることができる。さらに、
コンピュータシステム１００が示されているが、本明細書に開示されたシステムおよび方
法は、様々な代替のコンピュータシステム内でも同様に実装することができる。
【００１３】
　システム１００は、処理装置１０２と、システムメモリ１０４と、システムメモリ１０
４を含めて様々なシステム構成要素を処理装置１０２に結合するシステムバス１０６とを
含む。システムバス１０６は、メモリバス、周辺バス、および様々なバスアーキテクチュ
アのいずれかを使用したローカルバスを含めて、複数のタイプのバス構造のいずれかであ
り得る。システムメモリは、読出し専用メモリ（ＲＯＭ：ｒｅａｄ　ｏｎｌｙ　ｍｅｍｏ
ｒｙ）１０８とランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ：ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｍｅｍ
ｏｒｙ）１１０とを含む。コンピュータ１００内の要素間で情報を転送するのに役立つ基
本ルーチンを含む基本入出力システム（ＢＩＯＳ：ｂａｓｉｃ　ｉｎｐｕｔ／ｏｕｔｐｕ
ｔ　ｓｙｓｔｅｍ）１１２は、ＲＯＭ１０８に格納される。
【００１４】
　コンピュータシステム１００はさらに、ハードディスクから読み出し、またそれに書き
込むためのハードディスクドライブ１１２と、取外し可能磁気ディスク１１６から読み出
しまたはそこに書き込む磁気ディスクドライブ１１４と、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤなどの取
外し可能光ディスク１１９または他の光学媒体から読み出しまたはそこに書き込むための
光ディスクドライブ１１８とを含む。ハードディスクドライブ１１２、磁気ディスクドラ
イブ１１４および光ディスクドライブ１１８は、それぞれハードディスクドライブインタ
ーフェース１２０、磁気ディスクドライブインターフェース１２２、および光学ドライブ
インターフェース１２４によってシステムバス１０６に接続される。ドライブおよびその
関連するコンピュータ記憶読取り可能媒体は、コンピュータ読取り可能命令、データ構造
体、プログラム、およびコンピュータシステム１００のための他のデータの不揮発性記憶
域を提供する。
【００１５】
　本明細書で述べられた例示的な環境は、ハードディスク１１２、取外し可能磁気ディス
ク１１６および取外し可能光ディスク１１９を使用することができるが、例示的なシステ
ム１００内では、データを格納することができる他のタイプのコンピュータ読取り可能媒
体を使用することができる。例示的な動作環境内で使用することができるこれらの他のタ
イプのコンピュータ読取り可能媒体の例には、磁気カセット、フラッシュメモリカード、
デジタルビデオティスク、ベルヌーイカートリッジ、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）
および読出し専用メモリ（ＲＯＭ）が含まれる。
【００１６】
　オペレーティングシステム１２６、１つまたは複数のアプリケーションプログラム１２
８、他のプログラムモジュール１３０およびプログラムデータ１３２を含めて、複数のプ
ログラムモジュールをハードディスク１１２、磁気ディスク１１６、光ディスク１１９、
ＲＯＭ　１０８、ＲＡＭ　１１０に格納することができる。
【００１７】
　ユーザは、例えばキーボード１３４、マウス１３６または他のポインティング装置など
の入力装置を用いて、コンピュータシステム１００にコマンドおよび情報を入力してもよ
い。他の入力装置の例には、ツールバー、メニュー、タッチスクリーン、マイクロホン、
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ジョイスティック、ゲームパッド、ペン、衛星放送アンテナおよびスキャナが含まれる。
これらおよび他の入力装置はしばしば、システムバス１０６に結合されたシリアルポート
インターフェース１４０を介して処理装置１０２に接続される。しかし、これらの入力装
置は、パラレルポート、ゲームポートまたはユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ：ｕｎｉ
ｖｅｒｓａｌ　ｓｅｒｉａｌ　ｂｕｓ）など、他のインターフェースによって接続するこ
ともできる。ＬＣＤディスプレイ１４２または他のタイプの表示装置も、ビデオアダプタ
１４４などのインターフェースを介してシステムバス１０６に接続される。ディスプレイ
１４２に加えて、コンピュータシステムは一般に、スピーカおよびプリンタなど、他の周
辺出力装置（図示せず）を含むことができる。
【００１８】
　コンピュータシステム１００は、リモートコンピュータ１４６など、１つまたは複数の
リモートコンピュータへの論理接続を使用して、ネットワーク化された環境内で動作して
もよい。リモートコンピュータ１４６は、コンピュータシステム、サーバ、ルータ、ネッ
トワークＰＣ、ピアデバイスまたは他の一般的なネットワークノードであってもよく、コ
ンピュータシステム１００に関して上記で述べた要素の多くまたはすべてを一般に含む。
ネットワーク接続は、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ：ｌｏｃａｌ　ａｒｅａ　ｎ
ｅｔｗｏｒｋ）１４８と、広域ネットワーク（ＷＡＮ：ｗｉｄｅ　ａｒｅａ　ｎｅｔｗｏ
ｒｋ）１５０とを含む。こうしたネットワーキング環境は、オフィス、企業規模のコンピ
ュータネットワーク、イントラネットおよびインターネットでは一般的である。
【００１９】
　ＬＡＮネットワーキング環境内で使用されるとき、コンピュータシステム１００は、ネ
ットワークインターフェースまたはアダプタ１５２を介してローカルエリアネットワーク
１４８に接続される。ＷＡＮネットワーキング環境内で使用されるとき、コンピュータシ
ステム１００は一般に、モデム１５４、あるいはインターネットなどの広域ネットワーク
１５０を介して通信を確立するための他の手段を含む。内部にあることも、外部にあるこ
ともあるモデム１５４は、シリアルポートインターフェース１４０を介してシステムバス
１０６に接続される。ネットワーク化された環境では、コンピュータシステム１００に関
して示されたプログラムモジュール、またはその一部は、リモートメモリ記憶装置に格納
してもよい。示されたネットワーク接続は、例示的なものであり、コンピュータ間の通信
リンクを確立する他の手段を使用してもよいことが理解されよう。
【００２０】
　本明細書で述べられた諸実施形態は、コンピューティングシステム内の論理操作として
実装することができる。論理操作は、（１）コンピュータシステム上で実行されるコンピ
ュータ実装ステップのシーケンスまたはプログラムモジュール、および（２）コンピュー
ティングシステム内で実行される相互接続された論理またはハードウェアモジュールとし
て実装することができる。この実装形態は、特定のコンピューティングシステムの性能要
件に依存する選択の問題である。したがって、本明細書で述べられた諸実施形態を構成す
る論理操作は、操作、ステップまたはモジュールと呼ばれる。これらの操作、ステップお
よびモジュールは、本明細書に添付された特許請求の範囲中に述べられた本発明の精神お
よび範囲から逸脱せずに、ソフトウェア、ファームウェア、特別目的のデジタル論理、お
よびその任意の組合せで実装してもよいことが当業者には理解されよう。このソフトウェ
ア、ファームウェア、またはコンピュータ命令の類似のシーケンスは、符号化され、コン
ピュータ読取り可能記憶媒体内に格納されてもよく、またコンピューティング装置内で送
信するために搬送波信号中で符号化されることもできる。
【００２１】
　次に図２を参照すると、例示的なプログラム２００が示されている。一実施例では、プ
ログラム２００は、上記で述べられたコンピュータシステム１００などのコンピュータシ
ステム上で実行されるＭｉｃｒｏｓｏｆｔ社のＥＸＣＥＬ表計算ソフトプログラムである
。プログラム２００は、データ２１０の例示的なリストを伴うスプレッドシート２０５を
含む。ユーザは、データ２１０から、データサマリー表を作成することができる。
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【００２２】
　例えば、次に図３を参照すると、プログラム２００の例示的なユーザインターフェース
３０２が示されている。ユーザインターフェース３０２は、初期データサマリー表３２０
（図３ではデータサマリー表３２０は空白である）を含む。データサマリー表３２０は、
様々なソースからのデータから作成することができる。図３に示された一実施例では、以
下にさらに述べられるように、データサマリー表３２０は、１つまたは複数のデータベー
スからのデータから作成することができる。他の実施形態では、データサマリー表３２０
は、図２に示されたデータ２１０など、スプレッドシート内のデータから作成することが
できる。
【００２３】
　プログラム２００のユーザインターフェース３０２は、データサマリー表３２０を作成
し修正するために使用することができる例示的なタスクペイン４５０をも含む。例えば、
タスクペイン４５０は、データ２１０からのフィールドのリストを含む。ユーザは、以下
にさらに述べられるように、データサマリー表３２０を作成するために、タスクペイン４
５０からフィールドを選択し、また選択解除することができる。
【００２４】
　Ｉ．タスクペイン
　次に図４を参照すると、例示的なタスクペイン４５０が示されている。タスクペイン４
５０は一般に、フィールドペイン４５２とレイアウトペイン４５４とを含む。以下にさら
に述べられるように、タスクペイン４５０は、データサマリー表３２０を作成し修正する
ために使用される。
【００２５】
　フィールドペイン４５２は、所与のデータベースまたはスプレッドシート（例えば上記
の図２に示されたスプレッドシート２０５など）内の各フィールドのリスト４５３を含む
。フィールドのリスト４５３がフィールドペイン４５２によって提供されたスペースより
長いので、スクロールバー４５１が提供される。一部の実施形態では、フィールドペイン
４５２（およびレイアウトペイン４５４もまた）、ユーザによってサイズ変更することが
できる。リスト４５３内の各フィールドは、フィールドの隣にチェックボックスを含む。
例えば、フィールド「Ｐｒｏｆｉｔ（利益）」は、フィールドキャプションに隣接して置
かれたチェックボックス４６０を含む。以下で述べられるようにリスト４５３内フィール
ドがレイアウトペイン４５４に追加されるとき、フィールドに関連するチェックボックス
がチェックされる。例えば、「Ｐｒｏｆｉｔ」フィールドのチェックボックス４６０は、
レイアウトペイン４５４に追加されているのでチェックされている。
【００２６】
　レイアウトペイン４５４は、タスクペイン４５０を使用して作成されるデータサマリー
表３２０の態様を表す複数のゾーンを含む。例えば、レイアウトペイン４５４は、行ゾー
ン４５５と、列ゾーン４５６と、値ゾーン４５７と、フィルタゾーン４５８とを含む。行
ゾーン４５５は、結果として生じるデータサマリー表３２０の行ラベルを定義する。列ゾ
ーン４５６は、データサマリー表３２０の列ラベルを定義する。値ゾーン４５７は、デー
タサマリー表３２０上で要約される（例えば集約、変動など）データを識別する。フィル
タゾーン４５８は、他のゾーン４５５、４５６、４５７内の他のすべてのフィールドに適
用されるフィルタリングの選択を可能にする（例えば、あるフィールドをフィルタゾーン
４５８に置くことができ、レイアウトペイン４５４内の他のすべてのフィールドについて
、フィルタゾーン４５８内のフィールドについて選択されたアイテム（複数可）に関連す
るアイテムだけを示すためのフィルタを作成するために、フィルタゾーン４５８内のその
フィールドに関連する１つまたは複数のアイテムを選択することができる）。
【００２７】
　データサマリー表３２０を作成し修正するために、フィールドペイン４５２からのフィ
ールドのうちの１つまたは複数が、レイアウトペイン４５４のゾーンのうちの１つまたは
複数に追加される。示された実施例では、ユーザは、データサマリー表３２０にフィール
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ドを追加するために、フィールドペイン４５２のリスト４５３からのフィールドをクリッ
クし、レイアウトペイン４５４のゾーンのうちの１つにドラッグアンドドロップすること
ができる。
【００２８】
　例えば、図５に示されるように、ユーザは、「Ｓｔｏｒｅ　Ｓａｌｅｓ（店舗売上高）
」フィールド４６６など、フィールドペイン４５２内に含まれた特定フィールドの上でホ
バーすることができる。ユーザがフィールド上でホバーするとき、十字形のカーソル４７
２がユーザに提示され、この十字形のカーソルは、ユーザが選択されたフィールドをクリ
ックし、フィールドペイン４５２からレイアウトペイン４５４のゾーンのうちの１つにド
ラッグできることを示す。ユーザがフィールドを選択すると、十字形カーソル４７２は通
常のカーソルに戻り、示されるように、「Ｓｔｏｒｅ　Ｓａｌｅｓ」フィールド４６６を
値ゾーン４５７にドラッグアンドドロップすることができる。フィールドは同様に、レイ
アウトペイン４５４からフィールドを選択しドラッグすることによってレイアウトペイン
４５４から削除することができる。
【００２９】
　別の実施例では、ユーザは、レイアウトペイン４５４にフィールドを追加するために、
フィールドペイン４５２内の特定のフィールドに関連するチェックボックスをチェックす
ることができる。例えば、ユーザが、図４のタスクペイン４５０内に示された「Ｐｒｏｆ
ｉｔ」フィールドに関連するチェックボックス４６０を選択する場合、このフィールドは
、値ゾーン４５７に、「Ｐｒｏｆｉｔ」フィールド４６２として追加することができる。
以下にさらに述べられるように、プログラム２００は、選択されたフィールドを解析し、
レイアウトペイン４５４の適切なゾーン内に置くようにプログラムされることができる。
ユーザは同様に、レイアウトペイン４５４からフィールドを削除するために、チェックさ
れたフィールドを選択解除することができる。例えば、ユーザがチェックボックス４６０
を選択解除する場合、「Ｐｒｏｆｉｔ」フィールド４６２は、レイアウトペイン４５４か
ら削除される。
【００３０】
　オプションの実施例では、ユーザがドロップゾーン４５４のゾーンのうちの１つにフィ
ールドをドラッグしないでフィールドを選択するために所与のフィールドをクリックする
場合、ユーザがフィールドをどのゾーンに置くか選択することを可能にするメニュー（例
えば図６に示されたメニュー４８２に類似する）がユーザに提示され得る。
【００３１】
　次に図７を参照すると、フィールドペイン４５２からのフィールドをレイアウトペイン
４５４のゾーンに追加するための例示的な方法５００が示されている。操作５０１で、ユ
ーザは、レイアウトペイン４５４に追加する、フィールドペイン４５２内にリストされた
フィールドを選択する。操作５０２で、ユーザが特定のフィールドに関連するチェックボ
ックスを選択したかどうか決定される。ユーザがチェックボックスを選択した場合は、制
御は操作５０３にわたされ、プログラム２００は、選択されたフィールドをレイアウトペ
イン４５４のどのゾーンに置くか自動的に決定することができる。次に、操作５０７で、
フィールドは、レイアウトペイン４５４の適切なゾーンに追加される。
【００３２】
　操作５０２で、ユーザがチェックボックスを選択していないと決定される場合は、制御
は操作５０４にわたされる。操作５０４で、ユーザがフィールドを選択して、レイアウト
ペイン４５４のゾーンのうちの１つにドラッグアンドドロップしたか決定される。ユーザ
がフィールドをレイアウトペイン４５４のゾーンのうちの１つにドロップしている場合は
、制御は操作５０７にわたされ、フィールドはそのゾーンに追加される。
【００３３】
　操作５０４で、ユーザがフィールドをドラッグアンドドロップしていないと決定される
場合は、オプションの実施形態では、ユーザがチェックボックスを選択せずに、またはフ
ィールドをレイアウトペイン４５４のゾーンにドラッグ／ドロップせずにフィールドを選
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択しているので、制御は操作５０５にわたされる。操作５０５で、プログラム２００は、
フィールドを追加するゾーンをユーザが選択することを可能にするために、ユーザにメニ
ューを提示する。次いで、操作５０６で、ユーザは、所望のゾーンを選択する。操作５０
７で、フィールドはそのゾーンに追加される。
【００３４】
　フィールドがレイアウトペイン４５４のゾーンに追加されると、制御は操作５０９にわ
たされ、下記に述べられるように、プログラム２００は、データサマリー表３２０をそれ
に応じて更新する。
【００３５】
　図４を再び参照すると、フィールドペイン４５２からの「Ｐｒｏｆｉｔ」フィールドな
どのフィールドがレイアウトペイン４５４のゾーンのうちの１つに追加されると、フィー
ルドペイン４５２内のそのフィールドに関連するチェックボックス（例えばチェックボッ
クス４６０）が、そのフィールドがデータサマリー表３２０の一部であることを示すため
にチェックされる。さらに、フィールドペイン４５２内のフィールドに関連するフィール
ドラベルのフォントは、太字にされる。同様に、フィールドがデータサマリー表３２０の
一部にまだなっていない（またはそこから削除されている）場合は、そのフィールドに関
連するチェックボックスはチェックされないままであり、フィールドは、太字ではなく通
常のフォントで示される。データサマリー表３２０の一部であるフィールドを示すための
他の方法を使用することもできる。
【００３６】
　フィールドが追加され、またタスクペイン４５０のレイアウトペイン４５４から削除さ
れるとき、結果として生じるデータサマリー表３２０は、それに応じて修正される。例え
ば、ユーザには最初、図３に示されるように、フィールドペイン４５２を含むタスクペイ
ン４５０が提示される。図８を参照すると、ユーザが「Ｐｒｏｆｉｔ」フィールドをレイ
アウトペイン４５４のゾーン４５７に追加するとき、「Ｐｒｏｆｉｔ」フィールドに関連
するデータの合計が、データサマリー表３２０に自動的に追加される。図９を参照すると
、ユーザは、追加のフィールド（例えば「Ｓａｌｅｓ　Ａｖｅｒａｇｅ（平均売上高）」
、「Ｃｕｓｔｏｍｅｒｓ（顧客）」、「Ｇｅｎｄｅｒ（性別）」）をレイアウトペイン４
５４のゾーンに追加することができ、データサマリー表３２０は、追加されたフィールド
に関するデータを含むように更新される。
【００３７】
　図１０を参照すると、ユーザは、フィールドをあるゾーンからタスクペイン４５０のレ
イアウトペイン４５４内の別のゾーンに移動することもでき、データサマリー表３２０は
、それに応じて更新される。例えば、ユーザは、「Ｇｅｎｄｅｒ」フィールドを列ゾーン
４５６から行ゾーン４５５に移動することができ、データサマリー表３２０は、その変更
を反映するように自動的に更新される。ユーザは、データサマリー表３２０内にフィール
ドが表示される順序を変更するために、所与のゾーン４５５、４５６、４５７、４５８内
のフィールドを移動することもできる。例えば、ユーザは、データサマリー表３２０内で
「Ｇｅｎｄｅｒ」フィールドが「Ｃｕｓｔｏｍｅｒ」フィールドの前に示されるように、
行ゾーン４５５内で「Ｇｅｎｄｅｒ」フィールドを「Ｃｕｓｔｏｍｅｒ」フィールドの上
に移動することができる。
【００３８】
　次に図６を参照すると、一実施例では、ユーザがフィールドをドラッグせずに、レイア
ウトペイン４５４内にある「Ｐｒｏｄｕｃｔ　Ｃａｔｅｇｏｒｉｅｓ（製品カテゴリ）」
フィールド４８１などのフィールドをクリックし解放する場合、ユーザがレイアウトペイ
ン４５４内のフィールドの配置を操作することを可能にするメニュー４８２がユーザに提
示される。例えば、メニュー４８２は、ユーザが所与のゾーン内のフィールドの位置を変
更し（すなわち「Ｍｏｖｅ　Ｕｐ（上に移動）」、「Ｍｏｖｅ　Ｄｏｗｎ（下に移動）」
、「Ｍｏｖｅ　ｔｏ　Ｂｅｇｉｎｎｉｎｇ（最初に移動）」、「Ｍｏｖｅ　ｔｏ　Ｅｎｄ
（最後に移動）」）、フィールドをゾーン間で移動し（すなわち「Ｍｏｖｅ　ｔｏ　Ｒｏ



(11) JP 2012-142002 A 2012.7.26

10

20

30

40

50

ｗ　Ｌａｂｅｌｓ（行ラベルに移動）」、「Ｍｏｖｅ　ｔｏ　Ｖａｌｕｅｓ（値に移動）
」、「Ｍｏｖｅ　ｔｏ　Ｃｏｌｕｍｎ　Ｌａｂｅｌｓ（列ラベルに移動）」、「Ｍｏｖｅ
　ｔｏ　Ｒｅｐｏｒｔ　Ｆｉｌｔｅｒ（レポートフィルタに移動）」）、フィールドをレ
イアウトペイン４５４から削除する（すなわち「Ｒｅｍｏｖｅ　Ｆｉｅｌｄ（フィールド
を削除）」）ことを可能にする。特定のフィールドに使用可能なオプションだけがメニュ
ー４８２内のアクティブな選択肢として示される（例えば、「Ｍｏｖｅ　ｔｏ　Ｒｏｗ　
Ｌａｂｅｌｓ」はこの実施例では、フィールド４８１が既に行ゾーン４５５にあるので、
非アクティブとして示されている）。
【００３９】
　図４を再び参照すると、タスクペイン４５０は、手動更新チェックボックス４６９をも
含んでいる。チェックボックス４６９が選択されるとき、結果として生じるデータサマリ
ー表３２０は、フィールドが追加され、再配列され、タスクペイン４５０のレイアウトペ
イン４５４から削除されるとき、自動的には更新されない。例えば、ユーザが手動更新チ
ェックボックス４６９を選択し、次いで、レイアウトペイン４５４の行ゾーン４５５にフ
ィールドを追加する場合、データサマリー表３２０は、新しく追加されたフィールドを反
映するように自動的には更新されない。そうではなく、更新は、変更が行われるとアクテ
ィブになる手動更新ボタン４７１をユーザが選択した後に行われ、手動更新が実施される
ことができる。手動更新は、データサマリー表３２０の作成のためにかなりの取出しおよ
び処理時間を要する大量のデータを扱うときに効率を向上させるために使用することがで
きる。このようにして、所望のフィールドおよびフィルタリングをデータサマリー表３２
０の作成または修正の前に選択することができ、この作成または修正は、手動更新ボタン
４７１が選択されると行われ、それによって効率が向上する。
【００４０】
　図１１を参照すると、フィールドペイン４５２内に示されたフィールドが、「オンライ
ン解析処理」（ＯＬＡＰ：ｏｎｌｉｎｅ　ａｎａｌｙｓｉｓ　ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ）タ
イプのデータフィールドを表している。（それとは対照的に、図５のフィールドペイン４
５２内に示されたフィールドは、リレーショナルフィールドと呼ばれることがある非ＯＬ
ＡＰタイプである。）ＯＬＡＰは、データベース内に格納されたデータの解析を提供する
ツールのカテゴリである。ＯＬＡＰツールは、ユーザが多次元のデータのそれぞれ異なる
次元を解析することを可能にする。ＯＬＡＰデータフィールドは、複数のレベルを有する
階層構造で配列される。例えば、「Ｓａｌｅｓ　Ｆａｃｔ　１９９１（売上データ１９９
１年）」フィールドは、サブフィールド「Ｓｔｏｒｅ　Ｓａｌｅｓ」と、「Ｕｎｉｔ　Ｓ
ａｌｅｓ（売上数）」と、「Ｓｔｏｒｅ　Ｃｏｓｔ（店舗コスト）」とを含む。サブフィ
ールドは、サブフィールドを展開し、また折りたたむためのドリルインジケータ（プラス
／マイナス、＋／－符号）５５６をクリックすることによってアクセスすることができる
。ＯＬＡＰデータは、階層およびメジャーを有するディメンションに配列することができ
る。
【００４１】
　示された実施形態では、フィールドペイン４５２内にリストされた各フィールドは、複
数の構成要素を含む。フィールドは、フィールド上をホバーしまたはクリックすることに
よって強調させることができる。例えば、図１１に示される「Ｐｒｏｄｕｃｔ（製品）」
フィールドなどの各フィールドは、ユーザがフィールドを選択しドラッグすることを可能
にする選択領域５５８、５５９を含む。各フィールドは、データサマリー表３２０からフ
ィールドを追加し／削除するために使用することができるチェックボックス５６０をも含
む。さらに、ＯＬＡＰデータタイプの各フィールドは、フィールドに関連するサブフィー
ルドを展開し、また折りたたむために使用されるドリルインジケータ５５６を含むことが
できる。さらに、各フィールドは、以下にさらに述べられるように、フィルタリングオプ
ションにアクセスするために使用されるドロップダウン領域５６２を含む。
【００４２】
　図４を再び参照すると、タスクペイン４５０は、ユーザがタスクペイン４５０のレイア
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ウトを修正することを可能にするコントロール４７０をも含む。例えば、図１２に示され
るように、ユーザは、レイアウトメニュー５７２にアクセスするためにコントロール４７
０を選択することができる。レイアウトメニュー５７２は、ペイン４５２および４５４を
配列するために使用される。例えば、ユーザがコントロール４７０で「Ｆｉｅｌｄｓ　ａ
ｎｄ　Ｌａｙｏｕｔ　ｓｔａｃｋｅｄ（フィールドとレイアウトを積み重ねて）」５７３
を選択する場合は、タスクペイン４５０内でフィールドペイン４５２は、図４に示される
ように、統合された単一のペインを形成するようにレイアウトペイン４５４上に置かれる
。ユーザがコントロール４７０で「Ｆｉｅｌｄｓ　ａｎｄ　Ｌａｙｏｕｔ　ｓｉｄｅ　ｂ
ｙ　ｓｉｄｅ（フィールドとレイアウトを並べて）」５７４を選択する場合は、タスクペ
イン４５０内でフィールドペイン４５２は、図１３に示されるように、統合された単一の
ペインを形成するようにレイアウトペイン４５４の横に沿って置かれる。ユーザがコント
ロール４７０で「Ｆｉｅｌｄｓ　ｏｎｌｙ（フィールドのみ）」５７５を選択する場合は
、図１４に示されるようにフィールドペイン４５２が分離して示される。ユーザがコント
ロール４７０で「Ｌａｙｏｕｔ　ｏｎｌｙ　２　ｂｙ　２（２×２のみレイアウト）」５
７６を選択する場合は、レイアウトペイン４５４は、図１５に示されるように、２×２個
の四角形に配列されたゾーン４５５、４５６、４５７、４５８で分離して示される。ユー
ザがコントロール４７０で「Ｌａｙｏｕｔ　ｏｎｌｙ　１　ｂｙ　４（１×４のみレイア
ウト）」５７７を選択する場合は、レイアウトペイン４５４は、図１６に示されるように
、１×４個の四角形に配列されたゾーン４５５、４５６、４５７、４５８で分離して示さ
れる。
【００４３】
　図５に示される実施例では、フィールドペイン４５２内のフィールドは、アルファベッ
ト順でリストされている。図４に示されるものなどのＯＬＡＰタイプデータを含むリスト
では、メジャーがまず示され、その後にディメンションがアルファベット順に示される。
示された実施例では、ディメンションフォルダは展開した形で示されており、他のすべて
のフィールドは折りたたんだ形で示されている。他の配置を使用することもできる。
【００４４】
　ＩＩ．レイアウトペイン内のフィールドの自動配置
　図４を再び参照すると、ユーザがフィールドに関連するチェックボックスをチェックす
ることによってフィールドを選択する場合、プログラム２００は、以下に述べるように、
選択されたフィールドをレイアウトペイン４５４のゾーンのうちの１つに自動的に置くよ
うにプログラムされる。
【００４５】
　一般に、数値タイプのフィールドは値ゾーン４５７に追加され、非数値タイプのフィー
ルドは、レイアウトペイン４５４の行ゾーン４５５に追加される。例えば、数値タイプ（
例えば売上金額の数字（ｍｏｎｅｔａｒｙ　ｓａｌｅｓ　ｆｉｇｕｒｅｓ））のフィール
ドは一般に、集約され、したがって値ゾーン４５７に置かれ、非数値タイプ（例えば製品
名）のフィールドは一般に行ラベルとして使用され、したがって、行ゾーン４５５内に自
動的に置かれる。
【００４６】
　次に図１７を参照すると、選択されたフィールドをレイアウトペイン４５４のゾーンの
うちの１つに自動的に追加するための例示的な方法６００が示されている。操作６０１で
、ユーザは、例えばフィールドに関連するチェックボックスを使用して、フィールドペイ
ン４５２内のフィールドを選択する。次いで、操作６０２で、フィールドが数値タイプか
どうか決定される。フィールドが数値タイプである場合は、制御は操作６０３にわたされ
、フィールドは、集約のために値ゾーン４５７に追加される。操作６０２でフィールドが
数値タイプでないと決定される場合は、制御は操作６０４にわたされ、フィールドは行ゾ
ーン４５５に追加される。
【００４７】
　一部の実施形態では、レイアウトペイン４５４内の別の配置がより適切かどうか決定す
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るために、フィールドを値ゾーン４５７に追加する前に、数値タイプのフィールドをさら
に解析することができる。例えば、複数の郵便番号値を含むフィールドは数値タイプであ
るが、こうしたフィールドを値ゾーン４５７ではなく、行ゾーン４５５に置くことが一般
に望ましい。このために、一部の実施形態では数値タイプのフィールドが、レイアウトペ
イン４５４内の所望の配置を識別するために、データ意味論を使用してさらに解析される
。
【００４８】
　一実施形態では、値ゾーン４５７ではなく行ゾーン４５５に追加される数値タイプのフ
ィールドを識別するために、以下の例示的な表１などのルックアップテーブルが使用され
る。
【００４９】
【表１】

【００５０】
　表１では、以下にさらに述べられるように、列「ＦｉｅｌｄＴｙｐｅＳｔｒｉｎｇ」は
、選択されたフィールドのキャプションと比較されるテキスト文字列を含む。示された実
施例では、大／小文字を区別しないどんな一致をも識別するために、選択されたフィール
ドのキャプションが表１のＦｉｅｌｄＴｙｐｅＳｔｒｉｎｇ列の各文字列と比較される。
【００５１】
　ＦｉｅｌｄＴｙｐｅＳｔｒｉｎｇ列のテキスト文字列と、選択されたフィールドのキャ
プションの間に一致がある場合は、フィールド内の数値アイテムが、表１の「ＭｉｎＶａ
ｌｕｅ」および「ＭａｘＶａｌｕｅ」列の値を使用してさらに解析される。ＭｉｎＶａｌ
ｕｅ列の値は、所与のＦｉｅｌｄＴｙｐｅＳｔｒｉｎｇタイプのアイテムのいずれかの最
小値を指定する。ＭａｘＶａｌｕｅ列の値は、所与のＦｉｅｌｄＴｙｐｅＳｔｒｉｎｇタ
イプのアイテムのいずれかの最大値を指定する。特定のＦｉｅｌｄＴｙｐｅＳｔｒｉｎｇ
タイプについて表１にＭｉｎＶａｌｕｅが定義されていない場合は、数値アイテムがＭａ
ｘＶａｌｕｅ未満の整数かどうか決定される。特定のＦｉｅｌｄＴｙｐｅＳｔｒｉｎｇタ
イプについてＭａｘＶａｌｕｅが定義されていない場合は、数値アイテムがＭｉｎＶａｌ
ｕｅより大きい整数かどうか決定される。特定のＦｉｅｌｄＴｙｐｅＳｔｒｉｎｇタイプ
についてＭｉｎＶａｌｕｅもＭａｘＶａｌｕｅも定義されていない場合は、数値アイテム
が整数かどうか決定される。
【００５２】
　例えば、選択されたフィールドがキャプション「月」を含む場合は、表１が解析され、
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ＦｉｅｌｄＴｙｐｅＳｔｒｉｎｇの値「月」との一致が識別される。次に、その数値が最
小値と最大値、「１」と「１２」（１月から１２月を表す）の範囲にあるかどうか決定す
るために、フィールドに関連する数値が解析される。一実施形態では、フィールドのすべ
ての数値アイテムがテストされる。他の実施形態では、例えばかなり大きい数の数値アイ
テムがある場合は、数値アイテムのサンプルだけが、表１の最小値および最大値に対して
テストされる。値のすべてが最小値と最大値の範囲内にある場合は、以下にさらに述べら
れるように、フィールドは、値ゾーン４５７ではなく、行ゾーン４５５に追加される。
【００５３】
　表１に示されたテキスト文字列、ならびに最小値および最大値は、例示的なものにすぎ
ず、異なる文字列および値を使用することができる。例えば、テキスト文字列および最小
／最大値は、データが生成される地理的な位置に応じて修正することができる（例えば、
電話番号値は、地理的な位置により異なり得る）。他の実施形態では、異なるタイプの意
味的チェックを使用することができる。例えば、数値アイテムの実際の値のチェックに加
えて、またはその代わりに、数値アイテムの桁数を解析することができる。例えば、フィ
ールドのキャプションがテキスト文字列「郵便番号」（すなわちジップコード）に一致す
る場合は、桁が最小５（例えば「９０２１０」は５桁を含む）と最大１０（例えば「９０
２１０－１０５２」は１０桁を含む）の間の範囲内にあるかどうか確かめるために、フィ
ールド内の数値アイテムの桁数を検査することができる。
【００５４】
　次に図１８を参照すると、選択されたフィールドをレイアウトペイン４５４内に自動配
置するための例示的な方法６１０が示されている。方法６１０は、数値タイプのフィール
ドがさらに解析されることを除いては、上記で述べられた方法６００に類似する。操作６
１１で、ユーザは、例えばフィールドに関連するチェックボックスを使用して、フィール
ドペイン４５２内のフィールドを選択する。次に、操作６１２で、フィールドが数値タイ
プかどうか決定される。フィールドが非数値タイプである場合は、制御は操作６１３にわ
たされ、フィールドは行ゾーン４５５に追加される。
【００５５】
　操作６１２でフィールドが数値タイプであると決定される場合は、制御は操作６１５に
わたされる。操作６１５で、フィールドのキャプションが解析され、操作６１６で、キャ
プションが、上記の表１に示されるようなテキスト文字列のルックアップテーブルと比較
される。操作６１６でキャプションとテキスト文字列の間で一致しない場合は、制御は操
作６１９にわたされ、フィールドは値ゾーン４５７に追加される。操作６１６でキャプシ
ョンと表１のテキスト文字列の間で一致する場合は、制御は操作６１７にわたされる。
【００５６】
　操作６１７で、フィールドの数値アイテムが解析され、操作６１８で、数値アイテムの
値が、テキスト文字列に関連する表１の最小値および最大値と比較される。数値アイテム
が、上記で述べられた最小値と最大値の範囲外である場合は、制御は操作６１９にわたさ
れ、フィールドは値ゾーン４５７に追加される。操作６１８で数値アイテムが最小値と最
大値の範囲内にある場合は、制御は操作６１３にわたされ、フィールドは行ゾーン４５５
に追加される。
【００５７】
　このようにして、数値タイプの特定フィールドは、自動的に識別され、デフォルトの値
ゾーン４５７ではなく、行ゾーン４５５に置かれることができる。フィールドがプログラ
ム２００によってレイアウトペイン４５４の特定のゾーンに自動的に置かれ、ユーザがフ
ィールドを異なるゾーンに置かれることを望む場合は、ユーザは、フィールドを選択し、
所望のゾーンにドラッグすることができる。
【００５８】
　一部の実施形態では、日付情報に関連するフィールドが識別され、行ゾーン４５５また
は値ゾーン４５７ではなく、列ゾーン４５６に置かれる。例えば、図１９に示された方法
６３０は、操作６１～６１９を含めて、上記で述べられた方法６１０に類似する。しかし
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、操作６１８で、数値アイテムが最小値と最大値の範囲内にある場合は、制御は操作６３
１にわたされる。操作６３１で、フィールドが日付フィールドかどうか決定される。示さ
れた実施例では、この決定は、キャプションが一致するテキスト文字列によって行われる
。例えば、フィールドのキャプションがテキスト「日付」を含んでおり、表１のテキスト
文字列「日付」に一致される場合は、フィールドは日付フィールドと識別される。フィー
ルドが日付フィールドである場合は、制御は操作６３２にわたされ、フィールドは列ゾー
ン４５６に追加される。フィールドが日付フィールドでない場合は、制御は操作６１３に
わたされ、フィールドは行ゾーン４５５に追加される。
【００５９】
　代替の実施形態では、フィールドに関する属性を識別するために、特定のフィールドに
関連するメタデータを使用することができる。例えば、フィールドが数値および／または
日付フィールドかどうか識別するために、メタデータを使用することができる。
【００６０】
　一部の実施形態では、ＯＬＡＰデータを識別するフィールドをレイアウトペイン４５４
およびデータサマリー表３２０に自動的に追加するときに、以下の規則が使用される。
【００６１】
　Ａ．ＯＬＡＰ階層／ＯＬＡＰ名前付きセット
　１．階層は、行ゾーンに追加される
　２．階層は、行ゾーンの他のすべてのフィールドの内部でネストされる
　３．複数レベルを有する階層について、最高レベルのフィールドがデータサマリー表に
表示され、ユーザは、より低いレベルのフィールドを見るためにドリルすることができる
　Ｂ．ＯＬＡＰメジャー／ＯＬＡＰ　ＫＰＩ表現
　１．少なくとも１つのメジャーが既に追加されている場合は、メジャーは、既に追加さ
れているメジャーと同じゾーンに追加される
　２．第２のメジャーを追加すると、レイアウトペイン内にデータフィールド（例えば図
１０の「Σ値」フィールドを参照）が生じ、データフィールドはデフォルト設定により列
ゾーンに置かれ、値ゾーンに２つ以上のフィールドがある場合は、データフィールドはレ
イアウトゾーンに表示される
　３．データフィールドは、追加されるときに、列ゾーンの他のすべてのフィールドの内
部でネストされる
　４．データフィールドは、行または列ゾーンに存在する
　一部の実施形態では、非ＯＬＡＰデータを識別するフィールド、またはリレーショナル
フィールドをレイアウトペイン４５４およびデータサマリー表３２０に自動的に追加する
ときに、以下の追加の規則が使用される。
【００６２】
　Ａ．非数値フィールドでは、フィールドは行ゾーンに追加され、フィールドは、行ゾー
ンの他のすべてのフィールドの内部でネストされる
　Ｂ．数値フィールドでは、フィールドは値ゾーンに追加される
　１．少なくとも１つのフィールドが既に値ゾーンにある場合は、このフィールドは、既
に追加されているフィールドと同じゾーンに追加される
　２．第１のフィールドを値ゾーンに追加すると、レイアウトペインにデータフィールド
が生じ、データフィールドはデフォルト設定により列ゾーンに置かれる
　３．データフィールドは、追加されるときに、列ゾーンの他のすべてのフィールドの内
部でネストされる
　４．データフィールドは、行または列ゾーンに存在する。
【００６３】
　ＩＩＩ．フィルタリングタスクペイン
　図１１を再び参照すると、データサマリー表３２０に含まれる情報を制限するために、
特定のフィールドのアイテムに１つまたは複数のフィルタを適用することができる。例え
ば、ユーザは、フィルタリングタスクペイン７００にアクセスするために、タスクペイン
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４５０のフィールドペイン４５２にリストされた特定のフィールドのドロップダウン領域
５６２を使用することができる。
【００６４】
　次に図２０を参照すると、例示的なフィルタリングタスクペイン７００が示されている
。インターフェース７００は一般に、フィールドセレクタドロップダウンコントロール７
０５と、手動フィルタリング領域７０７と、フィルタリング制御領域７０９とを含む。
【００６５】
　セレクタドロップダウンコントロール７０５は、フィルタリングのためのそれぞれ異な
るフィールドを選択するために使用することができる。ＯＬＡＰデータでは、フィールド
セレクタドロップダウンコントロール７０５内のフィールドは、階層構成で表示すること
ができ、ドロップダウンコントロール７０５は、フィルタリングのためのそれぞれ異なる
レベルのＯＬＡＰデータを選択するために使用することができる。示された実施例では、
選択されたフィールドは、「Ｃｏｕｎｔｒｙ（国）」フィールドである。
【００６６】
　手動フィルタ領域７０７は、セレクタドロップダウンコントロール７０５内に示された
フィールドに関連するアイテムのすべてをリストする。どのアイテムをフィルタに含める
かユーザが手動で選択することを可能にするために、チェックボックスが、手動フィルタ
領域７０７にリストされた各アイテムに関連付けられる。図２１を参照すると、ＯＬＡＰ
データでは、手動フィルタ領域７０７にリストされた各フィールドに関連するアイテムを
展開しまたは折りたたむためのドリルインジケータプラス／マイナス（＋／－）符号をク
リックすることによって、サブアイテムにアクセスすることができる。例えば、展開され
た形では、「Ｄｒｉｎｋ（飲み物）」および「Ｆｏｏｄ（食べ物）」アイテムが示されて
いる。「Ｆｏｏｄ」アイテムについてチェックボックス７１３が選択されており、その結
果、「Ｆｏｏｄ」の各サブアイテムも同様に選択されている。「Ｄｒｉｎｋ」アイテムで
は、サブアイテム「Ａｌｃｏｈｏｌｉｃ　Ｂｅｖｅｒａｇｅｓ（アルコール飲料）」だけ
が選択されており、「Ｄｒｉｎｋ」アイテムに関連するチェックボックス７１２には、「
Ｄｒｉｎｋ」アイテムのサブアイテムの一部だけが選択されていることを示すために混合
インジケータが提供されている。「ｓｅｌｅｃｔ　ａｌｌ（すべて選択）」チェックボッ
クス７１１は、フィルタ領域７０７に示されたすべてのレベルのあらゆるアイテムを選択
／選択解除するために選択することができる。
【００６７】
　図２０を再び参照すると、ユーザがセレクタドロップダウンコントロール７０５を使用
して異なるフィールドを選択するとき、手動フィルタ領域７０７は、セレクタドロップダ
ウンコントロール７０５内に示されたフィールドに関連するアイテムをリストするように
、それに応じて更新される。新しく選択されたフィールドがセレクタドロップダウンコン
トロール７０５で元々選択されているフィールドと同じ階層の別のレベルからのものであ
る場合は、ＯＬＡＰデータについてすべてのレベルのアイテムが手動フィルタ領域７０７
に示されているので、手動フィルタ領域７０７は変化しないままである。
【００６８】
　フィルタリング制御領域７０９は、セレクタドロップダウンコントロール７０５に示さ
れた選択されたフィールドに適用するのに使用可能なフィルタコントロールをリストして
いる。コントロール７１０は、フィルタリングされたアイテムがリストされる順序をユー
ザが変更することを可能にする。例えば、ユーザは、フィルタリングされたアイテムをア
ルファベット順Ａ～ＺまたはＺ～Ａにリストさせるために、コントロール７１０のうちの
１つを選択することができる。コントロール７１５は、例えば特定のフィールドによるソ
ートなど、追加のソートオプションを提供するために使用される。
【００６９】
　ユーザは、ドロップダウンセレクタ７０５内のフィールドへのすべてのフィルタリング
を削除するために、コントロール７２０を選択することができる。コントロール７２５お
よび７３０は、ドロップダウンセレクタ７０５内のフィールドに適用する特定のフィルタ



(17) JP 2012-142002 A 2012.7.26

10

20

30

40

50

をユーザが選択することを可能にする。例えば、ユーザがコントロール７２５を選択する
場合、図２２に示されたフライアウトメニュー７４０がユーザに提示される。メニュー７
４０は、選択されたフィールドに適用することができる複数のフィルタをリストする。メ
ニュー７４０にリストされたフィルタは、ラベルフィールドに一般に適用されるフィルタ
である。これらのフィルタは、これに限定されないが、「Ｂｅｇｉｎｓ　Ｗｉｔｈ（前方
一致）」、「Ｄｏｅｓ　Ｎｏｔ　Ｂｅｇｉｎ　Ｗｉｔｈ（前方不一致）」、「Ｅｎｄｓ　
Ｗｉｔｈ（後方一致）」、「Ｄｏｅｓ　Ｎｏｔ　Ｅｎｄ　Ｗｉｔｈ（後方不一致）」、「
Ｃｏｎｔａｉｎｓ（含む）」および「Ｄｏｅｓ　Ｎｏｔ　Ｃｏｎｔａｉｎ（含まない）」
を含む。ユーザは、メニュー７４０からフィルタを選択して、フィールド内のアイテムに
そのフィルタを適用することができる。同様に、ユーザは、コントロール７３０を選択し
て、図２３に示されたフライアウトメニュー７４５にアクセスすることができる。メニュ
ー７４５は、値フィールド適用することができるフィルタを含む。これらのフィルタは、
これに限定されないが、「Ｅｑｕａｌｓ（等しい）」、「Ｄｏｅｓ　Ｎｏｔ　Ｅｑｕａｌ
（等しくない）」、「Ｇｒｅａｔｅｒ　Ｔｈａｎ（超）」、「Ｇｒｅａｔｅｒ　Ｔｈａｎ
　Ｏｒ　Ｅｑｕａｌ　Ｔｏ（以上）」、「Ｌｅｓｓ　Ｔｈａｎ（未満）」、「Ｌｅｓｓ　
Ｔｈａｎ　Ｏｒ　Ｅｑｕａｌ　Ｔｏ（以下）」、「Ｂｅｔｗｅｅｎ（範囲内）」および「
Ｎｏｔ　Ｂｅｔｗｅｅｎ（範囲外）」を含む。
【００７０】
　次に図２４を参照すると、ユーザがフライアウト７４０、７４５のうちの１つからフィ
ルタを選択するときに、所望のフィルタを構築するためのダイアログボックス７６０など
のダイアログボックスがユーザに提示される。ダイアログボックス７６０では、フィール
ド選択ボックス７７２には、セレクタドロップダウンコントロール７０５内の選択された
フィールドが事前に取り込まれており、フィルタ選択ボックス７７４には、フライアウト
７４０と７４５から選択されたフィルタが事前に取り込まれている。ユーザは、例えば、
値ゾーン４５７に現在含まれる他のフィールドにアクセスするために、フィールド選択ボ
ックス７７２内のドロップダウンメニューを選択することによって異なるフィールドを選
択することができる。ユーザは、データタイプに使用可能なすべてのフィルタのリストを
提供するフィルタ選択ボックス７７４内のドロップダウンメニューを選択することによっ
て、異なるフィールドを選択することができる。基準ボックス７７６は、その中でフィル
タリングする値をユーザが置くことを可能にする。例えば、ユーザが手動フィルタ領域７
０７内の「Ｓｔｏｒｅ　Ｓａｌｅｓ」アイテムを選択し、次いで、フライアウト７４５か
ら「Ｇｒｅａｔｅｒ　Ｔｈａｎ」フィルタを選択する場合、ダイアログボックス７７０が
ユーザに提示される。ユーザは、＄５０，０００より大きいすべての店舗売上高をフィル
タリングするフィルタを設定するために、基準ボックス７７６内に値「５００００」を入
力することができる。
【００７１】
　次に図２５を参照すると、コントロール７２５および７３０は、セレクタドロップダウ
ンコントロール７０５内に示されたフィールドのタイプに応じて修正することができる。
例えば、タスクペイン７００は、データタイプのフィールドを含んでおり、したがって、
日付によるフィルタリングを可能にするコントロール７２５と、値によるフィルタリング
を可能にするコントロール７３０とを含む。ユーザは、コントロール７２５を選択して、
図２６に示されたフライアウトメニュー７６０にアクセスすることができる。フライアウ
トメニュー７６０は、データタイプのフィールドに適用することができる複数のフィルタ
を含む。
【００７２】
　一部の実施形態では、選択されたフィールドに適用可能なコントロールだけがユーザに
提示される。例えば、ユーザが日付でない、非数値タイプのフィールドを選択する場合は
、コントロール７２５は、こうしたフィールドに適用可能なフィルタを含むフライアウト
メニュー７４０を提供するようにアクティブである。ユーザが日付フィールドを選択する
場合は、コントロール７２５は、日付フィールドに適用可能なフィルタを含むフライアウ
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トメニュー７６０を提供するようにアクティブである。ユーザが数値の非データタイプの
フィールドを選択する場合は、コントロール７３０は、数値データフィールドに適用可能
なフィルタを含むフライアウトメニュー７４５を提供するようにアクティブである。
【００７３】
　一部の実施形態では、フィールドがデータサマリー表３２０に追加される前に、フィル
タを所与のフィールドに関連付けることができる。フィルタは実際、特定のフィールドが
データサマリー表３２０に追加されるときに適用される。このようにして、アクセスされ
、データサマリー表３２０上で要約されるデータ量を減少することができ、それによって
効率が向上する。フィルタが、データサマリー表３２０に既に含まれているフィールドに
適用される場合、データサマリー表３２０は、フィルタリングされたアイテムだけを示す
フィルタを考慮して更新される。
【００７４】
　選択されたフィルタをデータに適用することに関する追加の詳細は、その全体が参照に
より本明細書に組み込まれている、２００５年６月２１日出願の特許文献１、整理番号第
１４９１７．０１０８ＵＳ０１／３１１１７８．０１号、「Dynamically Filtering Aggr
egate Reports Based on Values Resulting from One or More Previously Applied Filt
er」に見られる。
【００７５】
　フィルタリングペイン７００内のチェックボックスインジケータ７５２（図２５参照）
は、適用されたいずれかのフィルタに隣接して置かれる。次に図２７を参照すると、フィ
ルタが所与のフィールドに適用されると、そのフィールドにフィルタが適用されているこ
とを示すためにフィルタアイコン８１０が、タスクペイン４５０のフィールドペイン４５
２内のフィールドに隣接して示されている。一部の実施形態では、類似のフィルタアイコ
ンが、レイアウトペイン４５４およびデータサマリー表３２０内のフィルタリングされた
フィールドにも関連付けられる。
【００７６】
　さらに、ポインティング装置が、フィルタアイコン８１０を伴う特定のフィールド上で
ホバーするときに、図２８に示されるようにツールチップ８３０が提供される。ツールチ
ップ８３０は、３つのセクション、すなわち手動フィルタ、ラベルフィルタおよび値フィ
ルタのうちの１つに、フィルタリングされたフィールドをリストする。またツールチップ
８３０は、フィルタリングされたフィールドを、適用されたフィルタのタイプによる評価
の順にリストする。より長いラベルを用いたフィルタでは、ラベルの一部は、ツールチッ
プ内に収まるように、必要に応じて切り捨てることができる。各フィルタについて、ツー
ルチップ８３０は、２０００年、２００１年、２００２年、２００３年および２００４年
の「Ｙｅａｒ（年）」フィールドに手動フィルタがまず適用されることを示している。ツ
ールチップ８３０は、次いでテキストフィルタが、テキスト「ａｂ」を求めて「Ｐｒｏｄ
ｕｃｔ　Ｎａｍｅ（製品名）」フィールドに適用されることを示している。追加のフィル
タリングも、ツールチップ８３０に示されている。このようにして、ユーザは、データサ
マリー表３２０についてどのフィルタが適用されるか識別することができ、またツールチ
ップ８３０を検査することによって、フィルタの適用順序を識別することもできる。
【００７７】
　示された実施例では、ユーザは、フィルタリングタスクペイン７００にアクセスするた
めに、タスクペイン４５０内にリストされた特定のフィールドのドロップダウン領域５６
２（図１１参照）を使用することができる。ユーザがデータサマリー表３２０からインタ
ーフェース７００にアクセスする場合、セレクタドロップダウンコントロール７０５内に
示されたデフォルトのフィールドは、データサマリー表３２０内で現在選択されているフ
ィールドである。ユーザは、セレクタドロップダウンコントロール７０５を使用して別の
フィールドを選択することができる。他の実施形態では、フィルタリングタスクペイン７
００は、データサマリー表３２０内でドロップダウン領域８６２を選択することによって
データサマリー表３２０の内からアクセスすることもできる（図９参照）。他の実施形態
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では、ユーザは、データサマリー表３２０内の１つまたは複数のフィールドを選択し、１
つまたは複数のフィルタリングオプションにアクセスするためにその選択されたフィール
ド上で右クリックすることによってフィルタリングタスクペイン７００にアクセスするこ
とができる。これらのオプションは、例えば、手動フィルタで、選択されたフィールドを
含めまたは除外すること、または上記で述べられたラベル、日付または値フィルタを使用
して、選択されたフィールドをフィルタリングすることを含み得る。
【００７８】
　フィルタリングタスクペイン７００がデータサマリー表３２０からアクセスされる場合
は、ユーザアクセスインターフェース７００がどこにあるかに基づいて、ドロップダウン
コントロール７０５内にリストされたフィールドを選択することができる。例えば、ユー
ザがデータサマリー表３２０の行のフィールドからドロップダウン領域８６２を選択する
場合は、現在行の中にあるすべてのフィールドが示される。そうではなくユーザが、デー
タサマリー表３２０の列のフィールドからドロップダウン領域８６２を選択する場合は、
現在列の中にあるすべてのフィールドが示される。
【００７９】
　示された実施例では、フィルタリングの情報は、それが適用される特定のフィールドと
共に格納される。例えば、データサマリー表３２０の一部でないフィールドにフィルタリ
ングが適用される場合は、フィルタリング情報は、フィールドに関連付けられ、フィール
ドがデータサマリー表３２０に追加されるときに適用される。同様に、フィルタを伴うフ
ィールドがデータサマリー表３２０から削除される場合は、フィルタ情報は、フィールド
が後にデータサマリー表３２０に追加され戻される場合にフィルタが再び適用されるよう
に、フィールドと共に保持される。上記で述べられたように、フィールドへのフィルタリ
ングは、フィルタを選択し、次いでコントロール７２０を選択することによって削除する
ことができる（図２０参照）。
【００８０】
　上記で述べられた様々な実施形態は、例示するためだけに示されており、限定的なもの
と解釈すべきでない。本明細書に示され述べられた例示的な実施形態および適用例に従わ
ずに、また添付の特許請求の範囲に記載された本発明の真の精神および範囲から逸脱せず
に、様々な修正および変更を行ってもよいことが当業者には容易に認識されよう。
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